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ＮＨＫが『原節子 永遠に美しく』を放送 

杉葉子元顧問が共演した思い出をロスで語る 

ＮＨＫテレビは、平成 28年 1月 25日の｢クローズアッ

プ現代｣で、昨年９月に 95歳で亡くなった女優・原節子

さん(写真:右：撮影 秋山庄太郎)を、『原節子 永遠に美し

く』のタイトルで取り上げました。 

昭和 10年、15歳でデビューした原さんは、戦前から

戦後にかけて、巨匠と呼ばれる多くの監督の作品に出演

し、映画誌が数年ごとに行うオールタイムベストテンで

たびたび、女優部門第一位を飾りました。 

また、銀幕を去って 50年以上たってもなお、人々の心

をとらえてきました。｢なぜ原節子は『伝説』であり続け

るのか。ある映画研究者は『原節子が日本人の理想を演

じ続けてきたからだ』と語っている｣と、番組では紹介し

ていました。 

そして、新たに発掘された戦前のフィルムや、原さんと共演した往年の名女優の証言をと

おして、その魅力をひもといていました。その中に、日本のお手玉の会の元顧問でロサンゼ

ルスに住む、女優の杉葉子さんのインタビューがあ

りました。杉さんは、昭和 24年に公開されて大ヒッ

トした『青い山脈』で、原さんと共演しました。映

画では、原さんが教師役、杉さんは教え子を演じま

した。公開から２週間で５００万人を動員した映画

でした。 

杉さんのお話です。 

｢やはりこれは、私の心の原点というものかしらね。

日本に民主主義が根づいた、画期的なそういう意味

の映画なんです。ただ若く楽しい青春映画だけじゃ

なしにね。彼女もそれ(民主主義)を体現する方だっ

たから。私も同じように行動するというのは『青い

山脈』の精神だと思います｣ 

 杉さんには、今も忘れられない光景があります。

(上：原さんを語る杉さん、下：｢青い山脈｣ 撮影が深夜に及んだ時の原さんの姿でした。 

 の一場面、手前が原さん、中央が杉さん） ｢深夜の撮影の時のことです。我々でさえもひっく

り返ってごろごろ寝ていたのに、(原さんは)真夜中まで立って服のシワを気にされて。大ス

ターでちやほやされているのが(普通なのに)、むしろ修道院の尼僧のような、厳しい、そう

いうようなね。やっぱり女優魂に精魂を込めたというような、そういう方だと思って。｣ 

 杉さんは、67年前の映画の写真を、今も寝室に飾っているそうです。 

(記事と原さんの写真は、ＮＨＫのホームページから引用。テレビ画面の撮影は、森勝代さん(和歌山))
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